
今年の麻酔ブートキャンプ 2021 in おうち「基礎と臨床をつなぐディスカッションをし
よう!」はオンラインを活用し、基礎の知識を学ぶ講義から臨床例を用いたディスカッショ
ンまで、3部構成で時間をかけて学びます。この機会に麻酔学の学び直しや、それを基にし
た臨床モニタリングデータの解釈など、軍曹との「基礎と臨床をつなぐ」ディスカッション
に参加しませんか?
第1部オンライン⿇酔講義

全18講義で⿇酔の基礎を学びます(うち4講義は公開講座として2⽇間で開催)。
全てオンデマンド配信なので、⾃分のペースで繰り返し学ぶことができます。

対象: 獣医学⽣、獣医師
参加⼈数: 制限なし
参加申込先: VetScope (https://vetscope.vet)

第2部⿇酔ブートキャンプ・ベーシックコース
軍曹が準備する臨床モニタリングデータをもとにライブディスカッションをし

ます。提⽰された症例データをもとに⿇酔プロトコルの⽴案、⿇酔管理中に起こ
りうるモニタリングデータに対してとのように対応すべきか、⿇酔講義の知識を
もとに臨床データの解釈ためのディスカッションを⾏います。

対象: 獣医師 (初級から中級) (全⽇程に参加できる⽅)
参加⼈数: 9⼈
参加申込先:⽇本獣医⿇酔外科学会 (https://www.jsvas.net/index.html)

第3部⿇酔ブートキャンプ・アドバンスコース
参加者の施設で予定された症例に対する⿇酔ブロトコルをあらかじめ軍曹と

ディスッションして⽴案し、⿇酔実施⽇に⾃施設へ軍曹が訪問します。後⽇、そ
の⿇酔管理内容を軍曹、他の参加者とともにディスカッションします。

対象: 獣医師 (ある程度の知識を持つ⽅) (参加にはいくつか条件があるので、
まずはお問い合わせ下さい)

参加⼈数: 3⼈
参加申込先:⽇本獣医⿇酔外科学会 (https://www.jsvas.net/index.html)
※第2部参加者は、第3部のディスカッション聴講が可能です。

※第1部のみの参加(1講義からの選択可)、公開講座のみの参加もできます。
※第2部、第3部参加の⽅は第1部を先に全て受講してください(第2部、第3部のみの
参加はできません)。

問い合わせ先: ⼭⼝⼤学 井芹俊恵
Iseri@yamaguchi-u.ac.jp

⽇本獣医⿇酔外科学会
⿇酔・疼痛管理委員会主催

ゾエティス・ジャパン後援



第1部オンライン⿇酔講義
2021年11⽉1⽇(予定)からベットピアよりオンデマンド配信開始。公開講座は11

⽉13⽇(⼟)、14⽇(⽇)にライブ配信します。全講義受講の場合、オンデマンド配信
期間は2022年3⽉まで。公開講座のみの受講も可能。詳細はベットピアHPまで。

第2部⿇酔ブートキャンプ・ベーシックコース

スケジュール (全⽇20時スタート予定) (参加者は全⽇程参加できる⽅)
2021年11⽉27⽇ 開会式、ガイダンス

12⽉4⽇、11⽇、18⽇ プロトコルディスカッション
2022年1⽉22⽇、29⽇、2⽉5⽇ データベースディスカッション

第1部講義の知識を基に、キャンパー(参加者)と軍曹(講師)とで⿇酔プロトコルを作成し、
⿇酔モニタリングデータによるデータ分析、トラブル対応法などをオンラインディスカッ
ションします。ディスカッションは軍曹9⼈がフルサポート、上記軍曹も随時参加。

軍曹(敬称略)
柳川将志(帯広畜産⼤)、伊丹貴晴(酪農学園⼤)、⼿島健次(⽇⼤)、鎌⽥正利(東⼤)、⽥村純

(北⼤)、神⽥鉄平(岡⼭理科⼤)、関瀬利(⽇獣⼤)、⻑久保⼤(東⼤)、⼤⼭紀彦(北⼤)、
ほか第1部講師が軍曹として随時参加

第3部⿇酔ブートキャンプ・アドバンスコース
第1部、第2部に続く第3部ではキャンパー所属施設へ軍曹が訪問し、後⽇にオンラインで

その⿇酔管理内容をディスカッションします(申し込み前にご連絡ください)。ベーシック
コースキャンパーの希望者はオンラインディスカッションの聴講が可能です。
スケジュール (詳細は軍曹・キャンパーで後⽇調整します)

2022年2⽉-3⽉ 事前に⿇酔プロトコルの作成(オンライン)、⿇酔管理実施(キャンパー
施設)、後⽇に⿇酔管理内容のディスカッション(オンライン)
軍曹(敬称略)
⻑濱正太郎(⽇本動物⿇酔科医協会)、⽯塚友⼈(VES)、ほか全講師が軍曹として随時参加

参加費
20,000円(会員)、30,000円(⾮会員) 

参加費
無料(会員)、10,000円(⾮会員)、10,000円(ベーシックコース参加者(聴講のみ)) 

詳細は⽇本獣医⿇酔外科学会HPまで
h6ps://www.jsvas.net/index.html

回 講師名(敬称略) 講義名
1 ⻄村亮平・東⼤ 痛みのメカニズムから学ぶ各種鎮痛薬の作⽤点
2 ⼭下和⼈・酪農学園⼤ ⿇酔のリスクとインフォームドコンセント、⿇酔モニタリング
3 村端悠介・⿃取⼤ ⿇酔薬と鎮痛薬の薬理学
4 鎌⽥正利・東⼤ 鎮静薬とトランキライザーとオピオイド
5 ⻑濱正太郎・⽇本動物⿇酔科医協会 神経筋接合部の⽣理・薬理学とモニタリング
6 ⻑久保 ⼤・東⼤ 注射⿇酔薬
7 柳川将志・帯広畜産⼤ 吸⼊⿇酔薬
8 神⽥鉄平・岡⼭理科⼤ NSAIDsと⿇酔鎮痛補助薬
9 ⼿島健次・⽇⼤ アドレナリン作動薬と抗コリン作動薬、⼼拍出量測定
10 飯塚智也・JARMeC名古屋 Local Anesthetics
11 ⼭⾕吉樹・⽇⼤ 呼吸器疾患動物の⽣理学、病態⽣理学、⿇酔管理
12 ⽥村 純・北⼤ 消化器・内分泌・肝疾患動物の⽣理学、病態⽣理学、⿇酔管理
13 伊丹貴晴・酪農学園⼤ 神経・腎疾患動物の⽣理学、病態⽣理学、⿇酔管理
14 井芹俊恵・⼭⼤ ⽼齢動物と腫瘍疾患動物の⿇酔管理
15 佐野忠⼠・酪農学園⼤ 鎮静・⿇酔中の緊急事態、そして⼼肺蘇⽣
16 藤井洋⼦・⿇布⼤ ⿇酔時に理解して欲しい循環⽣理学と⿇酔薬による循環動態の変化について
17 ⽯塚友⼈・VES ⼼臓病を持つ動物の輸液・輸⾎・酸塩基平衡
18 佐野洋樹・CityU VMC 胎⼦、新⽣⼦⽝・猫ならびにそれに関わる妊娠動物における循環動態と⿇酔管理について

⿇酔講義
(オンデマンド配信)

公開講座
(11⽉13⽇14⽇
オンライン開催)

麻酔ブートキャンプ 2021 in おうち
「基礎と臨床をつなぐディスカッションをしよう!」


